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【
色
麻
町
】
「
作
業
の
簡
素

化
を
し
て
、
肉
体
的
に
も
精
神

的
に
も
、
従
業
員
の
負
担
を
減

ら
す
環
境
づ
く
り
に
努
め
た

い
」
と
話
す
色
麻
町
の
「
有
限

会
社
小
松
牧
場
」
社
長
の
小
松

克か
つ

範の
り

さ
ん（
５２
）。
「
人
材
不
足

を
ど
う
補
う
か
が
営
農
の
課

題
」
と
し
、
２
０
１
４
年
、
個

体
や
牛
舎
内
の
様
子
を
撮
影
す

る
カ
メ
ラ
を
設
置
し
た
。
自
動

録
画
し
、
映
像
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
で
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
同
牧
場
で
は
、
成
乳
牛
２
０

０
頭
と
育
成
乳
牛
２５
頭
を
小
松

さ
ん
と
従
業
員
６
人
で
飼
養
。

牧
草
１3
㌶
を
作
付
け
す
る
。

　
カ
メ
ラ
は
主
に
牛
の
分ぶ

ん

娩べ
ん

を

把
握
す
る
た
め
活
用
し
、
小
松

さ
ん
は
出
先
で
も
個
体
の
様
子

を
把
握
で
き
、
従
業
員
に
指
示

を
出
せ
る
。

　
「
以
前
は
、
分
娩
を
知
ら
せ

る
た
め
に
１
人
が
待
機
し
て
い

た
。
冬
の
牛
舎
は
す
ご
く
冷
え

込
む
の
で
負
担
が
大
き
か
っ
た

が
、
今
で
は
、
待
機
し
て
い
た

余
分
な
時
間
を
休
憩
や
他
の
作

業
に
充
て
ら
れ
、
効
率
的
」
と

小
松
さ
ん
は
話
す
。

　
牛
舎
の
他
、
餌
場
や
堆
肥
舎

な
ど
牧
場
内
に
は
カ
メ
ラ
９
台

を
設
置
。
３
６
０
度
回
転
や
ズ

ー
ム
が
可
能
で
、
録
音
す
る

他
、
暗
視
機
能
も
あ
る
。
牛
に

負
担
を
掛
け
ず
に
見
守
り
が
で

き
て
、
防
犯
に
も
役
立
つ
。

　
映
像
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
転
送

す
る
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
、
業
務
用

を
整
備
し
牧
場
全
体
で
利
用
し

て
い
る
。
「
４
人
の
外
国
人
従

業
員
が
母
国
に
い
る
家
族
と
連

絡
が
取
り
や
す
い
よ
う
に
」
と

配
慮
し
た
も
の
だ
と
い
う
。

　
「
担
い
手
不
足
の
な
か
、
経

営
者
に
は
従
業
員
の
労
働
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
今
後
さ
ら
に

求
め
ら
れ
る
は
ず
」
と
小
松
さ

ん
。
「
個
体
ご
と
の
正
確
な
管

理
と
、
さ
ら
な
る
作
業
の
効
率

化
を
目
指
し
た
い
」
と
、
牛
の

首
や
耳
に
装
着
し
、
体
温
の
変

化
で
体
調
を
把
握
で
き
る
体
温

計
の
導
入
を
前
向
き
に
検
討
す

る
。　
　
　
　
　
（
今
野
昌
）

　
【
東
松
島
市
】
東
松
島
市
の

「
有
限
会
社
ア
グ
リ
ー
ド
な
る

せ
（
２
０
０
６
年
設
立
、
安
部

俊
郎
代
表
取
締
役
＝
６２
歳
）
」

は
、
１
０
０
㌶
規
模
で
水
稲
、

大
豆
、
小
麦
、
大
麦
の
２
年
３

作
を
中
心
と
し
た
土
地
利
用
型

農
業
に
、
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術

を
導
入
し
て
い
る
。

　
同
社
は
、
国
が
実
施
す
る

「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
に
２
０
１
９
年
か
ら

参
画
。
生
産
か
ら
出
荷
ま
で
の

一
貫
作
業
体
系
に
ス
マ
ー
ト
農

業
機
械
を
活
用
し
、
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
と
、
収
量
・
品
質
の

向
上
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
今

後
見
込
ま
れ
る
経
営
面
積
の
拡

大
に
対
応
で
き
る
生
産
体
制
の

確
立
を
目
指
す
。

　
安
部
代
表
は
「
震
災
後
の
離

農
や
、
農
業
者
の
高
齢
化
に
よ

る
担
い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題

だ
。
農
業
機
械
の
操
縦
補
助
が

あ
れ
ば
、
若
手
就
農
者
で
も
無

理
な
く
作
業
に
取
り
組
め
て
安

心
感
が
あ
る
」
と
話
す
。

　
投
資
金
額
が
大
き
い
農
業
機

械
導
入
の
費
用
を
抑
え
る
た

め
、
同
法
人
で
は
水
稲
と
麦
、

大
豆
の
収
穫
が
で
き
る
自
動
運

転
ア
シ
ス
ト
機
能
搭
載
コ
ン
バ

イ
ン
を
導
入
。
圃
場
周
縁
部
を

手
動
で
刈
り
取
っ
た
後
、
最
適

な
作
業
ル
ー
ト
で
自
動
運
転
が

始
ま
る
。

　
収
穫
中
に
、
も
み
タ
ン
ク
が

満
杯
に
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
予

測
し
、
も
み
運
搬
車
の
近
く
ま

で
自
動
で
移
動
す
る
。
食
味
・

収
量
セ
ン
サ
ー
が
付
き
、
刈
り

取
っ
た
圃
場
ご
と
に
収
量
・
水

分
含
有
率
・
タ
ン
パ
ク
値
を
確

認
で
き
る
。

　
「
栽
培
管
理
が
ど
う
結
果
に

表
れ
た
か
、
圃
場
ご
と
の
情
報

を
分
析
し
、
次
年
産
に
生
か
し

た
い
」
と
安
部
代
表
。

　
こ
の
他
、
水
田
の
自
動
給
排

水
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
「
水
稲

栽
培
で
手
間
と
な
る
水
管
理

が
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
水
位

・
水
温
を
把
握
し
出
先
か
ら
で

も
操
作
で
き
る
」
と
い
い
、
最

先
端
技
術
に
つ
い
て
「
大
規
模

農
業
に
限
ら
ず
中
山
間
地
域
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
活
躍
で

き
る
と
思
う
」
と
運
用
の
可
能

性
を
示
す
。

　
県
農
業
振
興
課
の
我
妻
因
信

技
術
主
幹
は
、
「
ス
マ
ー
ト
農

業
は
、
機
械
・
装
置
を
導
入
し

て
終
わ
り
で
は
な
い
。
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
か
ら
生
産
状
況
等
を

『
見
え
る
化
』
し
、
作
業
内
容

や
計
画
を
見
直
し
、
経
営
の
効

率
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
。
そ

れ
ぞ
れ
の
経
営
に
合
っ
た
ス
マ

ー
ト
農
業
を
実
践
し
て
い
た
だ

き
た
い
」
と
話
す
。

　
安
部
代
表
は
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
通
し
て
低
コ
ス
ト
の
生
産

体
系
を
実
証
し
、
県
内
の
ス
マ

ー
ト
農
業
を
け
ん
引
し
て
い
き

た
い
。
担
い
手
不
足
や
休
耕
地

の
解
消
に
つ
な
げ
た
い
」
と
意

気
込
む
。　
　
　
　
（
渡
邊
）

　
【
気
仙
沼
市
】
東
日
本
大
震

災
で
多
く
の
圃
場
や
、
農
業
生

産
施
設
が
壊
滅
的
な
被
害
に
遭

っ
た
気
仙
沼
市
の
階は

し

上か
み

地
区
。

階
上
地
区
の
イ
チ
ゴ
栽
培
は
昭

和
４０
年
代
か
ら
始
ま
り
、
震
災

以
前
は
土
耕
栽
培
を
主
流
に
、

２０
戸
ほ
ど
の
生
産
者
が
い
た

が
、
１０
戸
ほ
ど
ま
で
減
少
し
た

と
い
う
。

　
同
地
区
の
農
業
法
人
「
シ
ー

サ
イ
ド
フ
ァ
ー
ム
波は

路じ

上か
み

株
式

会
社
（
佐
藤
信
行
代
表
取
締
役

・
６８
歳
）
」
は
、
イ
チ
ゴ
栽
培

の
再
開
を
目
指
し
、
２
０
１
８

年
に
大
型
ハ
ウ
ス
を
新
設
。
自

動
環
境
制
御
装
置
を
活
用
し
な

が
ら
５２
㌃
で
イ
チ
ゴ
品
種
「
と

ち
お
と
め
」
「
も
う
い
っ
こ
」

の
高
設
養
液
栽
培
を
行
っ
て
い

る
。

　
「
高
設
も
、
装
置
を
使
っ
た

栽
培
も
一
か
ら
の
挑
戦
だ
が
、

土
耕
に
劣
ら
な
い
食
味
を
追
求

し
て
い
き
た
い
。
人
と
イ
チ

ゴ
、
両
方
の
復
興
を
目
指
す
」

と
佐
藤
代
表
は
意
気
込
む
。

　
制
御
装
置
は
あ
ら
か
じ
め
環

境
情
報
を
設
定
し
、
各
種
デ
ー

タ
（
ハ
ウ
ス
内
の
温
湿
度
、
二

酸
化
炭
素
濃
度
、
外
気
温
、
液

肥
の
pH濃
度
、
地
温
な
ど
）
を

測
定
し
、
天
窓
の
開
閉
や
養
液

ポ
ン
プ
の
排
出
量
の
調
整
な
ど

を
行
う
。

　
事
務
所
に
設
置
し
た
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
（
基
地
局
）
で
デ
ー

タ
を
管
理
し
、
栽
培
環
境
を
設

定
。
通
信
環
境
を
整
え
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
状
況
の
確

認
や
設
定
変
更
も
行
う
。

　
「
管
理
の
省
力
化
で
、
他
の

作
業
に
労
力
を
費
や
し
、
面
積

の
拡
大
を
見
込
ん
で
い
き
た

い
」
と
話
す
の
は
、
同
社
の
鈴

木
諭
さ
ん（
４3
）と
菅
原
正
大
さ

ん（
3１
）。
二
人
は
震
災
後
に
同

社
に
就
農
し
、
イ
チ
ゴ
を
担
当

す
る
。

　
「
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
関
係

団
体
に
転
送
し
て
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
い
、
栽
培
経
験
が
な
か

っ
た
自
分
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
初
期
投
資

は
大
き
い
が
、
手
間
の
か
け
方

や
技
術
習
得
、
品
質
の
向
上
を

考
え
る
と
、
新
規
や
経
験
が
浅

い
就
農
者
に
向
い
て
い
る
の
で

は
」
と
い
う
。

　
ま
た
、
「
最
新
技
術
の
導
入

は
、
若
い
人
た
ち
が
農
業
に
興

味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
る
と

思
う
」
と
期
待
す
る
。

　
「
農
業
は
栽
培
技
術
の
継
承

が
大
変
だ
が
、
『
デ
ー
タ
』
と

い
う
確
か
な
記
録
が
あ
れ
ば
楽

に
引
き
継
い
で
い
け
る
は
ず
」

と
鈴
木
さ
ん
は
将
来
を
見
据
え

る
。　
　
　
　
　
（
浅
野
ゆ
）

農
業
新
時
代

農
業
新
時
代

先
端
技
術
で
つ
な
ぐ
営
農

カ
メ
ラ
を
指
さ
す
小
松
さ

ん
。
つ
な
ぎ
牛
舎
や
フ
リ

ー
ス
ト
ー
ル
牛
舎
な
ど
各

所
に
カ
メ
ラ
を
設
置

安部代表（前列中央）と社員の皆さん（写真提供：アグリードなるせ）

分娩の対応が万全に

データの蓄積が強み

圃場ごとに情報収集・分析

負
担
減
ら
し
て
働
き
や
す
く

受
託
面
積
の
増
加
を
カ
バ
ー

自
動
制
御
装
置
を
活
用

　

Ｇ
Ｐ
Ｓ
（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）
や

セ
ン
サ
ー
を
使
っ
て
情
報
を
集
め
、
ロ
ボ
ッ

ト
農
機
な
ど
先
端
技
術
と
組
み
合
わ
せ
て
、

作
業
を
省
力
化
し
、
高
品
質
・
低
コ
ス
ト
な

生
産
を
図
る
ス
マ
ー
ト
農
業
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る
地
域
農

業
を
次
代
に
つ
な
ご
う
と
、
新
た
な
農
業
の

形
に
取
り
組
む
３
経
営
体
を
紹
介
す
る
。

ア
グ
リ
ー
ド
な
る
せ

東
松
島
市

色麻町 小松牧場

気仙沼市 シーサイドファーム波路上

牛舎に監視カメラ

大
規
模
農
業
に
最
新
農
機

イ
チ
ゴ
の
高
設
養
液
栽
培

「牧場の周囲や設備を
一目で観察できる。ト
ラブルに対処しやす
い」と話す小松さん

自動運転アシスト機能搭載
のコンバイン。作業者がハ
ンドルを握らなくても作業
ルートに沿って走行する

暗
視
機
能
で
見
守
り

自
動
運
転
で
効
率
化

関
係
団
体
が
サ
ポ
ー
ト

「
昨
年
は
デ
ー
タ
が
な
く
手
探
り
だ
っ
た
が
、

今
年
は
デ
ー
タ
を
生
か
し
作
付
け
は
良
好
」
と

鈴
木
さ
ん
（
右
）
と
菅
原
さ
ん

雷などの天災に備えてデータの
バックアップは必須だという


